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▪本書について▪

OFF

◦本書は、主要国産乗用車（旧型と現行両方収録）のアイドリングストップ装着車の配線図
　を車種別にまとめました。
　アイドリングストップ配線図は「アイドリングストップシステム部位」を始め、アイド 
　リングストップ制御に関連する「エンジンコントロール制御」、「トランスミッション制御」、 
　 「始動系：スターター」、「充電系：オルタネーター」等も収録しました。
　（配線図の収録形態は車種により異なり一部未収録部位も有り）
　アイドリングストップ搭載車は、「バッテリー」や「スターター」といった部品は完
　全専用設計となっています。それは、通常の車と比較して、始動回数が格段に増加す 
　る点（運転手の発進操作を検知して再始動する）や、エンジン始動時に電力（電圧 
　供給維持）を一番使う観点から、専用設計にならざるを得ません。又、ECU の制御により、 
　バッテリーの充電容量が不十分、エアコンの使用中、冷却水温が適温外、車両が一 
　定の作動条件をクリアしていない状況時はエンジンを停止させない場合があります。
　本書では参考資料として各メーカーの「アイドリングストップ禁止（停止）一定条件／３頁～」も収録しました。車両の故
　障要因を探求する前に、一定条件に関連する部位及び項目や現車の車両状態を今一度確認することを推奨します。

◦収録車種は、各メーカ主要車種 48 モデル（生産終了車及び現行生産車）を抜粋しました。
　同型車種でも搭載／非搭載モデルがあるので、搭載モデルは「車両及びエンジン型式」・「搭載開始年月」を表記しています。
　マイナーチェンジで配線図に大幅変更があった場合、変更前後の「年式区分」を表記しました。（小変更の内容は省略）
　また、配線図が１頁で収まらない場合は、トップページに「その配線図が何ページ占有するか」を表記しています。
　（例：スタート＆ストップ：1/4 ～ 4/4 頁 ➡スタート＆ストップシステムは 4 頁占有するという意味）

アイドリングストップが作動しない原因とは ･･･ ？
◦アイドリングストップが作動しない主な原因は、次のような原因（一例）が上げられます。　

1バッテリーを新品に交換したが、アイドリングストップが行われない
　　▶ ECU のバッテリー内部抵抗値がリセットされない。（電流積算値初期化作業）
　　　簡単に訳すと、バッテリーは新品になったが車両側 ECU が古いバッテリー（交換前）データを記憶してため、アイドリン
　　　グストップを作動（ON）させるとエンジンが始動出来ない可能性があるのでアイドリングストップは行わない。よって、 
　　　ECU 内部に保存されている値のリセット作業を行い、バッテリー劣化判定を正常に戻す作業を行う。

2アイドリングストップの可否を判定する電流センサーが故障のため、アイドリングストップが行われない
　　▶電流センサーは、バッテリーのプラス側ターミナル部に取り付いており、バッテリーの充放電電流量を常時検出しエンジン
　　　ECU に信号を送信している。よって、この信号を基に、エンジン ECU はバッテリー容量を算出しているが、電流センサー
　　　が故障すると基準値判定が不良のため電流センサーコネクターを取り外し信号線及びアース線等の電圧を測定する必要が
　　　ある。よって、電圧測定不可又は基準値が正常範囲内でない場合は新品に交換する。

充放電量信号

ホール IC

コア
磁束

充放電電流

バッテリー
+側ターミナル

⬅

⬅

バッテリー電圧降下時又は電流センサー最低電圧基準値以下時のDTCコード（一例）
◦始動時に於ける「電源電圧低下異常時の DTC 故障コード」は主に下表のコードが検出されます。（一部のみ抜粋）

トヨタ P1602 バッテリー劣化（バッテリー電圧 11.85 V 未満）／最低電圧 8.08V※以上

※最低電圧値は車種や 
 搭載バッテリーによ 
 り異なります。ご注  
  意下さい。

日産 B20BD バッテリー電流センサ（信号電圧の変化が所定値以下）／最低電圧 8V※以上

ホンダ P0562 充電装置電圧低い／最低電圧 6.5V※以上

三菱 P0515 バッテリー温度センサー系統／最低電圧 12.4V※以上

マツダ P0A8D 電源システム系統：低入力／ BATT_SOC の値が 75%※以上

スバル U1712 バッテリーセンサーデータ未着／最低電圧 11.0V※以上

スズキ P1360 バッテリー性能低下／最低電圧 7.0V※以上

ダイハツ P1602 始動時電源電圧低下異常／最低電圧 7.0V※以上
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▍アイドリングストップの禁止条件（参考）
アイドリングストップの作動条件には、車両毎に様々な“条件”があり、“条件”を満たしていても作動しない要因が多々あります。
例えば、バッテリーの電圧レベルが、アイドリングストップの作動要件以下に落ちているケースなどが主な要因として上げられます。
又、一定の作動要件を満たしていても、車両ECU側が“作動要件を満たしていない”と判断する場合もあります。
（場合によっては、フェイルセーフモードに移行する車両有り）
本書では参考として、各メーカー毎の「アイドリングストップの禁止条件」を一例として収録しました。
点検・整備等を行う前に、「車両の現状」を把握するヒントとして確認することを推奨します。

◦トヨタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：カローラアクシオ＆フィールダー・E16）

禁止理由 状態 備考

安全性・信頼性

ジャンプスタート等でフードパネルを開けたままエンジン
を始動した場合。 －

エンジン停止前に運転席ドアまたはフードパネルを開けた
場合。＊ 1

＊ 1：アイドリングストップ中にフードパネルが開
いた場合、エンジンは再起動を行いません。この場
合、シフトレバーを P・N ポジションとしたのち、
イグニッションスイッチ＊2またはエンジンスイッ
チ＊ 3 により再起動できます。（＊ 2：スマートエ
ントリ＆スタートシステム非装着車＊ 3：スマート
エントリ＆スタートシステム装着車）

エンジン停止前に運転席シートベルトをはずした場合。 －
ブレーキペダル踏み力が弱い場合。 －
ブレーキブースタの負圧が不足している場合。 －
ブレーキペダルを強く踏み込み、急減速し停止した場合。 －
アクセルペダルが踏まれている場合。 －

バッテリ保護

リフレッシュ充電中
（約 20 時間走行する毎に 30 分から 1 時間程度実施） －

アイドリングストップ率が所定割合以上に達した場合。 －

バッテリの充電量が低下（電流積算値＊ 4 がしきい値未満）

＊ 4：エンジンストップアンドスタートコンピュー
タは、バッテリの状態（充電・放電状態）にもとづ
いてシステム制御モード（ストップアンドスタート
システム制御許可・禁止）の切り替えを行い、バッ
テリを保護しエンジン起動時に安定した作動を確
保します。バッテリ放電・充電状態はバッテリカレ
ントセンサ信号から計算した積算電流値により判
断します。積算電流値は、バッテリカレントセンサ
で検出した電流（A）に時間（秒）を乗じて算出し、
A-sec という単位で表し、診断ツール「GTS（グロー
バルテックストリーム）」で測定できます。エンジ
ンストップアンドスタートコンピュータは積算電
流値にもとづいて電力を判断し、値がしきい値未満
になると、安定したエンジンの起動性を確保できな
い可能性があるため、ストップアンドスタートシス
テム制御を禁止します。しきい値はバッテリの温度
やバッテリの充電状態に応じて異なります。

快適性

外気温が高く、エバポレータ温度も高い状態で A/C スイッ
チを ON にした場合。 －

外気温が -5℃以下の場合。 －
外気温が低く、エンジン冷却水温も低い状態でブロワスイッ
チが ON の場合、エンジン始動から一定時間ストップアン
ドスタートシステム作動を禁止します。

－

エアコンディショナの吹き出し口が DEF モードで、ブロワ
スイッチが ON の場合。＊ 5

＊ 5：オートエアコン装着車

エンジンコントロー
ルコンピュータ学習

エンジンコントロールコンピュータ学習が完了していない
場合。＊ 6

＊ 6：エンジンコントロールコンピュータ交換ま
たは診断ツールによりエンジンコントロールコン
ピュータ学習値が消去された場合、エンジンコント
ロールコンピュータの学習が完了するまでストッ
プアンドスタートシステム作動を禁止します。

操作性
ステアリングホイールを操作中（毎秒 45 度以上の回転）
の場合、ストップアンドスタートシステム作動を禁止しま
す。

－
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◦ホンダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：N-BOX・JF1.2）

◆以下のいずれかの状態ではアイドリングストップシステムは作動しません。

項目 内容
ECON スイッチ ECON スイッチ操作により、システム OFF されている場合
ボンネット ボンネットが開いている場合
ステアリング ステアリングホイールを動かしている場合

車速 「アイドリングストップ禁止判定の内容（以下条件の場合）」
・エンジン始動後またはアイドリングストップから復帰後、一度も 5km/h を超えていない場合

トランスミッション

「アイドリングストップ禁止判定の内容（以下条件の場合）」
・CVT 電動オイルポンプ保護制御に入っている場合
・シフトポジションが D ポジション以外の場合
・油温が高い、または低い（10℃未満 /103℃を超える）
・CVT のレシオが規定値以下の場合

VSA VSA ユニットが油圧制御中

ブレーキ
ブレーキペダルを踏込んでいない場合（ブレーキペダル踏込み時：アイドリングストップスイッチ
OPEN/ ブレーキ SW ON）
ブレーキペダルの踏込みが弱い場合（マスタシリンダ液圧不足）

アクセルペダル アクセルペダルを踏込んでいる場合

勾配 「アイドリングストップ禁止判定の内容（以下条件の場合）」
・急な登り勾配走行中または急な下り勾配走行中と判断した場合

PGM-FI

スタータ作動回数が一定回数を超えている
アイドリング学習が完了していない
エンジン水温が高い、または低い（62.5℃未満 /110℃を超える）
VTC カム角が最遅角から外れた場合

A/C システム
（オート A/C 装備車）

「アイドリングストップ禁止判定の内容（A/C ON 時、以下条件の場合）」
・フロントデフロスタスイッチが ON の場合
・設定温度が Hi または Lo の場合
・ブロアファン風量表示が 5 セグメント以上の場合
・外気温度が 40℃以上の場合
・外気温度が－ 20℃以下の場合
・設定温度と車内の温度差が大きくなったとき

A/C システム
（マニュアル A/C 装備車） ヒータファンスイッチ OFF 以外でフロントデフロスタスイッチを ON にした場合

DC-DC コンバータ DC-DC コンバータ温度異常 / 内部回路異常 / 入力端子電圧異常

バッテリ

「アイドリングストップ禁止判定の内容（以下条件の場合）」
・推定バッテリ温度が５℃未満の場合
・バッテリの状態が良好でない場合
・バッテリの充電量が少ない場合
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▍カローラ アクシオ／カローラ フィールダー
　　　　　　　　　　　　　（平成27年3月～：NRE161），（平成24年5月～：NZE161）
◦スターター：1/2頁～2/2頁
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◦ストップ＆スタートシステム：1/3頁～3/3頁
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◦充電回路：1/2頁～2/2頁



《資料転載協力》
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　　  本田技研工業（株）
　　  三菱自動車工業（株）
　　  マツダ（株）
　　  （株）SUBARU
　　  ダイハツ工業（株）
　　  スズキ（株）
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